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副学校長からご挨拶 

 日ごろより、本校の教育活動にご理解・ご協力をいただき、本当にありがとうございま

す。早いもので、今年も今月を残すのみとなりました。 

昨年度に引き続き、新型コロナウイルス感染症の影響で、感染予防対策の徹底、学校運

営のため関係各所との交渉や調整など、本当に大変な学校運営でした。学生の皆さん、保

護者・学校関係者および実習施設の皆様など、たくさんの方々のご理解とご協力のもと、

教育活動が継続でき、今年が終わろうとしていることに感謝いたします。そして、今後

も、教職員一同、本校の学生たちが、看護師になるという夢を実現できるよう、頑張って

いきたいと思います。今後とも、どうかよろしくお願いいたします。 

新型コロナウイルス感染症との共存における課題は、まだまだ、残されておりますが、

皆様、どうか、お体を十分大切にされ、良いお年をお迎えください。         

 

１．最近の学校ニュース 

  1年生のボランティア「災害時医療救護訓練」は、昨年度に引き続き、中止となってし 

まいました。このような時だからこそ、パンデミックの際、どのように医療者として行動 

すべきかを学習する絶好のチャンスだったのですが、本当に残念です。 

そして、10 月 7 日、午前 1 年生、午後 2 年生が、日本大学へ解剖見学に行きました。 

医学への貢献のため、生前献体を希望されたご遺体やご遺族に敬意を払い、貴重な経験

をさせていただきました。特に 2 年生の学習態度は積極的であると、大学の講師陣から

お褒めの言葉を頂きました。ぜひ、今後もこの姿勢を忘れないでください。 

また、全学年そろって、11月 6日、本校の文化祭《双葉祭》が行われました。今年度

のスローガンは「幸せな日常をみんなで守ろうみんなの命－withコロナ－」でした。各

学年、レポート課題や実習、試験や技術チェックなど、忙しい学校生活の中、看護体験や

研究発表、食品販売や入学相談会などを、企画・運営していきました。新型コロナウイル

ス感染拡大防止のため、開催すべきかどうか悩みましたが、規模を縮小して、感染予防対

策を徹底し開催いたしました。一般公開では、地域の方々、ご家族そして受験生や卒業生

などの来校者をお迎えいたしました。ほとんどの学校行事が中止や代替案となる中、学

生間の親睦も図れ、主体性も育まれたことと思います。 

これからも地域に根ざした看護学校として、皆様に愛され、地域貢献することができ

る教育活動を目指していきます。皆様方のご理解とご協力、よろしくお願いいたします。 



 

 

２．心に残った学生達のレポートのご紹介 

 1 年生 小児看護学概論「自己の成長発達レポート」 

  ・自分はここまで、家族に本当に大切に育てられたのだなぁと、しみじみと感じ、家

族への感謝の気持ちでいっぱいになった。 

  ・レポートをまとめるにあたり、家族と一緒に幼少期の話をしたり、母子健康手帳な

どの資料や写真を集めたりしたことで、家族団らんの楽しいひと時を過ごすことが

でき有意義であった。 

  ・成長発達には個人差があり、教科書通りでなくとも、その子なりに成長発達してい

けるようサポートできる看護師になりたい。 

 2 年生 解剖見学を終えて 

・昨年度に比べ、人体の構造と機能や疾患についての知識も増え、解剖見学に積極的に

参加することができ、自己の成長を感じた。 

・ご献体された方、そしてそのご家族の思いを、心に刻み、自分の理想とする看護師像

を実現できるよう、今後も頑張りたい。 

・今までの学習を総復習するように、解剖学や病理学などの理解を深めることができ

た。貴重な学びの機会に感謝している。 

 

３．今後の学校行事予定      ※学校行事は変更になる場合がございます。ご了承ください。 

 12月 13～17日       基礎看護学実習Ⅰ(1年生；18期生)  

（リハビリテーション天草病院での臨地実習となります） 

 12月 24日(金)      終業式 (全学年)    

 12月 27日～1月 6日   冬季休業(全学年)  

 1月 7日(金)          始業式(全学年) 

1月 11日～14日     入試週間のため原則的に登校禁止 

（8日(土)；一般入試(一次試験)  14日(金)；(二次試験)） 

  1月 20日～        領域別看護学実習開始 (2年生；17期生) 

               （全 10クールの臨地実習が開始となります） 

 

※次回は 2月に第 5号を発刊予定です。 


